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３．調査対象地域の魅力の情報発信の手法の検討・実施 

地域魅力の情報発信として、取り組みの中心地である富田林寺内町の地域リーフレッ

トの作成、女性情報誌への掲載、ホームページの作成を行なった。 

 

3.1．地域リーフレット 

 取り組みの中心地である富田林寺内町の古民家ショップの魅力を紹介するリーフレッ

トを作成した。 

 

（紙面イメージ） 
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3.2．女性情報誌への掲載 

 女性情報誌『Ｒｉｃｈｅｒ』へ、地域情報を掲載した。 
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3.3．ホームページの作成 

 Ｗｅｂによるプロモーション展開として、じないまちの魅力を発信するとともに、地

域情報やイベント・プログラム情報を紹介するホームページを作成した。サイト内で、

「楽食楽まちじないまち」及び「ナスのレシピコンテスト」「モニターツアー」を紹介

している。 

 

 TOP ページ               楽食楽まちじないまちプログラム紹介 
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４．モニターツアーの造成 

4.1．モニターツアーの企画 

 周辺農村との連携による楽食楽まちじないまちの活動を通じて体制を構築し、地域の

関係者と連携し、モニターツアーの企画を行なった。商品化に向けて地域の観光資源を

磨き上げること、歴史や食・体験といった寺内町の多様な魅力を伝えることを目的とし

て、モニターツアーについては、地域集客イベント「楽食楽まちじないまち」の期間に

合わせて実施した。 

 

【企画内容】 

①寺内町と古民家の空間を愉しむ・寺内町の担い手から学ぶ体験 

  ⇒「じないまちに利休を訪ねる一日」 

 

コンセプト       寺内町を通じて、初心者でも触れられるお茶の世界 

ターゲット       40 代以上の茶事に興味がある男女 

注目されるコンテンツ  ○寺内町の担い手から学ぶお茶本来のおもてなし茶事

体験 

○ツアーだからこそ見学できる非公開茶室めぐり 

指導・ガイド      茶事／峯風庵 森由紀子  

            ガイド（茶室巡り）／市文化財課森口，一般社団法人

富田林じないまち文化トラスト桑平麻由子 

 

②歴史と町並みを深く知る・古民家の空間と食の愉しみ 

  ⇒「秋の散策 じないまち巡りとスイーツカフェ」 

 

コンセプト       まち・古民家空間・食を愉しむ。 

ターゲット       寺内町を初めて訪れる人・若者を含む男女 

注目されるコンテンツ  ○寺内町散策で、歴史・町並みの魅力を知る 

○登録文化財・旧田中家住宅で味わうスイーツ 

○スイーツは寺内町の菓子店がつくるオリジナル 

  ガイド         地元ガイド（じないまちボランティアガイド） 
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4.2．モニターツアーの造成 

次のとおり、モニターツアーを造成した。 

 

①秋の散策 じないまち巡りとスイーツカフェ 

かつては興正寺別院を中心として宗教自治都市として栄えた「富田林寺内町」。古

い町並みの残る歴史のまちを歩きます。散策後は、旧田中家住宅のスイーツカフェを

お召し上がりいただきます。 

 

募集期間     2013 年 10 月 3 日～11 月 5 日および 12 日 

旅行代金    【現地集合】1500 円【阿部野橋駅集合】2000 円 

旅行期日     2013 年 11 月 16 日（土），17 日（日），23 日（土），24 日（日） 

各コース募集人員 10 名 

行程      【大阪阿部野橋駅】発コース 

13:15 集合 

13:34 近鉄大阪阿部野橋駅発(準急） 

14:01 富田林駅南口着 ⇒現地集合コースに合流 

【現地集合】発着コース 

14:00 富田林駅集合 

14:05 寺内町巡り（地元ガイドによるまち歩き） 

15:30 スイーツカフェ（旧田中家住宅） 

    自由解散 

 

②じないまちに利休を訪ねる一日  

非公開茶室めぐりとお茶本来のおもてなし「茶事体験」 

寺内町創建のころ、程近い堺の町では利休が茶人として頭角を現しています。当時

には利休との交流もうかがえ、流派に分かれる前の茶道が寺内町では盛んにおこなわ

れていたようです。利休のお茶の魅力を今に伝える、じないまちの茶人がお茶の本来

のおもてなしの茶事（略茶事）をさせていただきながら、利休の求めたお茶の世界を

解説させていただきます。お茶が初めての方も大歓迎です。 

 

募集期間     2013 年 10 月 3 日～10 月 30 日 

旅行代金    【現地集合】8500 円【阿部野橋駅集合】9000 円 

旅行期日     2013 年 11 月 8 日（金）9日（土）10 日（日） 

各コース募集人員 8 名 

茶事会場     築 143 年の古民家 峯風庵（椅子席茶室） 

         亭主 峯風庵  庵主 森由紀子 

料理担当     朝日屋 割烹高野 
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行程（はじめの席）【大阪阿部野橋駅】発コース 

12:20 集合 

12:34 近鉄大阪阿部野橋駅発(準急） 

13:01 富田林駅南口着 ⇒現地集合コースに合流 

【現地集合】発着コース 

13:10 富田林駅集合 

13:30 茶事体験（食事付き）（峯風庵にて） 

15:20 寺内町茶室めぐり（地元ガイドによる案内） 

16:45 解散 

 

行程（はじめの席）【大阪阿部野橋駅】発コース 

14:20 集合 

14:34 近鉄大阪阿部野橋駅発(準急） 

15:01 富田林駅南口着 ⇒現地集合コースに合流 

【現地集合】発着コース 

15:10 富田林駅集合 

寺内町茶室めぐり（地元ガイドによる案内） 

16:45 茶事体験（食事付き）（峯風庵にて） 

18:45 解散 
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4.3．モニターツアーの催行 

（１）実施概要 

① じないまち巡りとスイーツカフェ（実施日：11/16，11/17，11/23，11/24） 

古い町並みの残る寺内町をボランティアガイドの案内で歩きます。散策後は、旧

田中家住宅でお茶とスイーツをお召し上がりいただきます。 

【参加者数】11/16：８名 ，11/17：9 名，11/23：14 名，11/24：10 名 計 41 名 

【ツアー参加者の声】近くにこんなに魅力的な町があることを知らなかった。／ラ

ンチも組み込んだ一日ツアーがあると良い。 

【報告】交流館での座学など、地元ガイドの案内の内容が濃く、参加者に楽しんで

いただけた。ガイドの後は旧田中家住宅でのカフェという設定により、じないまち

の魅力を五感で体感できるツアーに仕上がった。参加者からは、スイーツやお茶だ

けでなく、食事に関する要望が多かった為、今後は「食」の内容のバリエーション

展開が望まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

② じないまちに利休を訪ねる一日（実施日：11/8，11/9） 

非公開茶室巡りとお茶本来のおもてなし「茶事体験」 

【参加者数】11/8①：8名，11/8②：7名，11/9①：6名，11/9②：7名，追加 2名 

計 30 名 

【参加者の声】地元ガイドの方も茶事の先生も、とても熱意をもって案内して下さ

るのでとても良かったです。／定期的に開催していただけると嬉しいです。 

【報告】モニターツアーとしては８５００円という料金は高いのではないかという

不安もあったが、多数のお客様に参加いただき、ご満足いただけた。課題としては、

茶室巡りと茶事体験がスケジュール的にタイトで、もっとゆっくりしたかったとい

う声があったため、今後は満足感がありながら無理のない行程を検討していく必要

がある。 
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＜報告＞ 

モニターツアー参加者の満足度は概ね高く、特に寺内町自体とツアーガイドの案内

について評価が高かった。お土産物やランチへの要望も多く、地域の農産物や人材を

活かした産品開発を今後の課題とする。 

今回は、周辺農村や地域との連携によって楽食楽まちの活動を通じて体制構築を行

ない、モニターツアーのプログラムを造成することが出来た。今後も農村との連携を

強化し、ツアー商品化などの様々なプログラム開発へつなげていく。 
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（３）募集チラシ 
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第４章 業務遂行中における業務内容に関する報告 

１．取組の進捗状況の報告 

 取組の進捗状況について、２週間に１回期間中合計１１回、指定様式に基づき近畿運輸

局に報告した。 

 取組内容は、以下のとおり。 

 

【協議会 総会の開催】   

①第１回協議会総会の開催（６/６） 

本事業の地域側の主体となる農と食と観光まちづくり推進協議会の総会が開催れ、

事業内容の確認、地域における役割等について議論した。また、目利きである母倉

氏から提案のあったレシピコンペの実施時期を１１月に取組むモニターツアー合わ

せて開催する方向で検討していくことが確認された。 

出席者：佐藤氏、桑平氏、石橋氏、根っ子の会 高橋理事長、大阪府富田林土木事務

所森口参事兼地域支援･企画課長、大阪府富田林土木事務所 上田氏、富田

林市観光協会 馬場氏、富田林市まちづくり政策部 北野部長、富田林市産

業環境部 植村部長、インプリージョン 重村氏、 

    目利き：吉兼氏、母倉氏 

        JTB 西日本地域交流ビジネス推進室 石村、JTB 西日本大阪中央支店 柱本 

 

②第２回協議会総会の開催(10/10） 

 本事業の地域側の主体となる農と食と観光まちづくり推進協議会の総会が開催され、

11月に実施するモニターツアーを含めたイベント全体の概要について報告を行った。

チラシやパンフレット等の広報物も完成したため、それらを活用した周囲への告知

について意見交換を行った。 

 出席者：佐藤氏、桑平氏、兼田氏、石橋氏、根っ子の会 高橋理事長・久野氏・森多

氏、大阪府富田林土木事務所 森口参事兼地域支援･企画課長・上田氏・木

村氏、富田林市観光協会橋川会長・馬場氏、富田林市まちづくり政策部 北

野部長、富田林市産業環境部 植村部長、インプリージョン 重村氏、 

     目利き：吉兼氏、母倉氏 

     ＪＴＢ西日本大阪中央支店 柱本     

  

③第 3回協議会の開催（１/８） 

農と食と観光まちづくり推進協議会の総会を開催した。11 月を中心に開催したイベ

ント（楽食楽まちじないまち・モニターツアー）やレシピコンテストの報告を行い、

また、１月～２月に予定されている近畿運輸局やタビカレの催しへの対応について、

今回の取り組みを踏まえた来年度以降の継続について等、協議会で話し合いを行っ

た。 
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 出席者：佐藤氏、桑平氏、石橋氏、根っ子の会 高橋理事長・久野氏・森多氏、大阪

府富田林土木事務所 森口参事兼地域支援･企画課長・木村氏、富田林市観

光協会馬場氏、富田林市まちづくり政策部 北野部長、富田林市産業環境

部 植村部長、文化財課中辻課長、インプリージョン 重村氏、 

     目利き：吉兼氏、母倉氏 

     ＪＴＢ西日本大阪中央支店 柱本 

 

【企画ワークショップ】  

①レシピコンテスト・モニターツアーに向けた第１回企画ワークショップ（６/２１） 

旬彩カレンダーの内容について、確認した。また、全体のスケジュールの確認、レ

シピコンテスト及びモニターツアーの内容について議論した。コンテストは“なす

の大皿料理”をテーマとすることが決定した。モニターツアーのメインプログラム

として市内の名店スイーツを集めた“スイーツカフェ”を実施する方向性が確認さ

れた。 

出席者：佐藤氏、桑平氏、兼田氏、大阪府富田林土木事務所 上田氏・木村氏、富田

林市観光協会 馬場氏、富田林市まちづくり政策部 北野部長、富田林市産

業環境部 植村部長、富田林市文化財課 中辻課長、インプリージョン 重

村氏 

    目利き：母倉氏 

       ＪＴＢ西日本大阪中央支店 柱本 

    ワークショップ講師：料理研究家 うの氏 

 

②レシピコンテスト・モニターツアーに向けた第２回企画ワークショップ（７/２２） 

レシピコンテストの日程・会場等について確認した。11 月 23 日もしくは 24 日に開

催予定となった。秋のイベントプログラムについて内容を確認した。プログラム案

がだいたい出そろったので、内容については、各協力者と事務局で進めていくこと

となった。 

出席者：佐藤氏、杉本氏、根っ子の会高橋氏、大阪府富田林土木事務所 木村氏、 

    観光協会 馬場氏、富田林市まちづくり政策部 北野部長、富田林市産業環

境部 植村部長、富田林市文化財課 中辻課長、インプリージョン 重村氏 

    目利き：吉兼氏、母倉氏 

     ワークショップ講師：料理研究家 うの氏 

 

③レシピコンテスト・モニターツアーに向けた第３回企画ワークショップ（８/２２） 

レシピコンテストの実施概要について事務局より報告し、応募者への呼びかけにつ

いて確認した。また、秋のイベントプログラムについて内容を確認した。 

出席者：佐藤氏、桑平氏、兼田氏、根っ子の会高橋氏・久野氏・中野氏、大阪府富

田林土木事務所 木村氏、観光協会 馬場氏、富田林市まちづくり政策部 北

野部長、富田林市産業環境部 植村部長、富田林市文化財課 中辻課長、料



69 
 

理研究家 うの氏、インプリージョン 重村氏、ＪＴＢ西日本大阪中央支

店柱本 

    目利き：母倉氏 

 

④レシピコンテスト・モニターツアーに向けた第４回企画ワークショップ（９/６） 

 レシピコンテストのチラシが出来た旨を報告し、配布先について確認をおこなった。 

 秋のイベントプログラムについて、内容や広報物の進捗について確認を行った。 

 出席者：佐藤氏、桑平氏、大阪府富田林土木事務所 木村氏、観光協会 馬場氏、 

      富田林市まちづくり政策部 北野部長、富田林市産業環境部 植村部長、 

      料理研究家 うの氏、奈良県観光局 土井氏、インプリージョン重村氏、 

      ＪＴＢ西日本大阪中央支店 石村 柱本 

      目利き：吉兼氏、母倉氏 

 

 

【ネットワーク構築・打合せ協議】 

①富田林市、大阪府富田林土木事務所との打ち合わせ会議（５/１６） 

取組の具体的展開について、地元自治体との連携、支援方策について議論し全面的

に協力しあい本取り組みを推進していくことで合意する。 

参加者：富田林市役所 北野まちづくり政策部長、植村産業環境部長、大阪府富田林

土木事務所 森口地域支援・企画課長、木村地域支援・企画班長 

    インプリージョン重村氏 

    (株)ＪＴＢ西日本大阪中央支店柱本 

 

②地元の中心人物、佐藤氏、桑平氏との打ち合わせ会議（５/１６） 

寺内町のまちづくり活動の一環として本取り組みを展開していくことについて議論

し全面的に協力しあい本取り組みを推進していくことで合意する。 

参加者：ＬＬＰまちかつ 佐藤氏 じないまち文化トラスト 桑平氏 

    インプリージョン重村氏 

     (株)ＪＴＢ西日本大阪中央支店柱本 

 

③農家打合せ（６/１９） 

モニターツアー実施に向けて、農家の意向をうかがうため、打合せを行なった。 

出席者：ＮＰＯ法人富田林市自然農法根っ子の会理事長 高橋氏、協議会事務局 

 

④寺内町地元打合せ（６/２１） 

レシピコンテスト及びモニターツアーの実施に向けて、寺内町の料理人であるＯＡ

ＳＩのオーナーシェフに意見をうかがった。 

出席者：寺内町イタリアレストラン「ＯＡＳＩ」オーナー 杉本氏、協議会事務局  
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 ⑤農家打合せ（７/４） 

  モニターツアーの内容について打合せを行なった。収穫体験と食育講座を実施する

予定。 

    出席者：ＮＰＯ法人富田林市自然農法根っ子の会理事長 高橋氏、協議会事務局 

 

 ⑥観光協会打合せ（７/４） 

モニターツアーの実施に向けて、観光協会と打合せを行なった。歴史まち歩きツア

ーの内容等について意見交換。 

出席者：観光協会馬場氏、協議会事務局  

 

⑦イベントプログラム内容について打合せ（７/２７） 

秋のイベントプログラムのなかの「味噌づくりワークショップ」「お茶とお食事（利

休にたずねよ）」について内容を確認した。 

出席者：寺内町クラシコ桑平氏（じないまち文化トラスト）、協議会事務局 

 

⑧事務局打合せ（８/２） 

 ＪＴＢ西日本と協議会事務局（インプリージョン）で内容の確認を行った。モニタ

ーツアーとしては、スイーツカフェとまち歩きを組み合わせたものを実施すること

とした。 

 出席者：インプリ―ジョン重村氏、ＪＴＢ柱本  目利き 母倉氏 

 

⑨プログラム開発・観光協会打合せ（８/８）  

スイーツカフェ及び、興正寺ツアー・文学散歩ツアーについて打合せを行なった。

スイーツカフェについては、参加店舗を募る、興正寺ツアー等については立ち寄り

店舗に確認を進めていくこととする。 

出席者：観光協会 馬場氏、インプリージョン重村氏 

 

⑩プログラム開発・木材ワークショップ打合せ（８/９） 

 木材ワークショップについて日程などの概要について打合せを行い、ランチ提供で

ご協力いただくレイドバック、ワークショップ指導でご協力いただく森林組合へ訪

問し、内容の確認を行った。 

 出席者：佐藤氏、インプリージョン重村氏 

 （訪問先①レイドバック 大塚氏、訪問先②森林組合 榊原氏） 

 

⑪プログラム開発・掛軸修復工房打合せ（８/１２） 

 掛軸修復の工房である松井春峰堂にうかがい、興正寺ツアーでの立ち寄りをお願い

した。工房見学に加え、裏打体験をさせていただくこととなった。 

 出席者：松井春峰堂 松井氏、観光協会 馬場氏、インプリージョン重村氏 
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⑫プログラム開発・根っこの会打合せ（８/１３） 

 稲刈り体験と生き物調査、寺内町の食育講座について、日程や内容などについて打

合せを行なった。生き物調査については専門の先生を迎えて行う。（予定） 

 出席者：根っこの会 高橋氏、久野氏、森多氏、インプリージョン重村氏 

     

⑬プログラム開発・スイーツカフェ協力店打合せ（９/６） 

 「楽食楽まち」のプログラム・スイーツカフェ協力店へ訪問し、内容について確認

等を行った。 

 訪問先：あん庵 松田氏、柏屋葛城堂 森氏、ヤマオ 山尾氏、おやつの時間 cafe 中

川氏、華の菓 辻氏、捨次郎庵 安井氏 

 訪問者：観光協会馬場氏、インプリージョン重村氏 

 

⑭プログラム開発・まち歩きガイド打合せ（９/１０） 

 秋のイベントプログラム・興正寺ツアーについて、ガイドと打合せを実施した。 

 出席者：ボランティアガイド中野氏、観光協会馬場氏、桑平氏、インプリージョン

重村氏、JTB 西日本 秋山 

 

⑮プログラム開発・飲食店ＭＴＧ（９/１０） 

 秋のイベントプログラム・興正寺ツアーでの飲食店オアジと打合せを行なった。 

 合わせて、茶事ツアーの茶室めぐりの際にオアジ（勝間家住宅）に立ち寄りが可能

かどうかの確認を行った。 

 出席者：オアジ杉本氏、市役所北野氏、桑平氏、インプリージョン重村氏 

JTB 西日本 秋山  目利き母倉氏 

 

⑯「楽食楽まちじないまち」の実施に向けた意見交換（９/１７） 

１１月の土日祝に集中的に取り組む「楽食楽まちじないまち」を活用して、これま

での古民家を歩いて観る、写真に収める観光形態から、寺内町が有する暮らし文化、

周辺農村とのつながりを地域資源に、「寺内町にひたる観光」を展開していく価値

創造について意見交換を行った。 

  出席者：ＪＴＢ西日本大阪中央支店 柱本 

  目利き：吉兼氏、母倉氏 

 

⑰「楽食楽まちじないまち」の運営に向けて（９/２５） 

「楽食楽まちじないまち」のプログラムの一つである「旧田中家住宅についてスイ

ーツカフェ」の当日運営に、吉兼ゼミの学生に協力を得ることについて意見交換を

行った。 

  出席者：ＪＴＢ西日本大阪中央支店 柱本 

 目利き：吉兼氏 
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⑱イベント「楽食楽まちじないまち」ツアー下見（１０/２９） 

 イベントで案内する、旧田中家住宅、旧杉山家住宅、松井春峰堂、興正寺などの下

見を行った。 

 出席者：杉本氏、観光協会馬場氏、インプリージョン重村氏、 

     ＪＴＢ西日本大阪中央支店 矢野・柱本・秋山 

 

⑲イベント「楽食楽まちじないまち」運営に向けた最終調整（１０/３１） 

 関係者で、モニターツアーを含むイベント「楽食楽まちじないまち」運営に向けた

調整を行った。それぞれの役割分担の確認、行程の確認、持ち物の確認等を行った。 

 出席者：桑平氏、佐藤氏、兼田氏、観光協会馬場氏、インプリージョン重村氏 

     目利き：母倉氏 

     ＪＴＢ西日本大阪中央支店 矢野・柱本・秋山 

      

⑳「楽食楽まちじないまち」イベント開始（１１/２） 

 スイーツカフェ等、楽食楽まちじないまちのイベントを本格的に開始した。 

 スイーツカフェは協議会、各体験イベントは各店舗が担当する。 

 

㉑「食育のお話と新米おにぎりランチ」実施（１２/８） 

 ⇒「楽食楽まちじないまち」イベント終了 

10 月 19 日（土）に開催された寺内町周辺農家での稲刈り体験プログラムのペアイ

ベントで、寺内町の古民家・旧田中家住宅を会場に、自然農法による農作物づくり

をテーマとする食育講座と新米のおにぎりランチを参加者みんなで食べ味わうプロ

グラムを行った。この 12 月 8 日（土）の「食育のお話と新米おにぎりランチ」をも

って、今年度の「楽食楽まちじないまち」イベントを終了することができた。今年

度の「楽食楽まちじないまち」イベントは、モニターツアー２つ、協議会主催プロ

グラム７つ、店舗主体プログラム１９を実施し、総計で約 500 人の参加者を得るこ

とができた。 

        

㉒今後の継続に向けてＭＴＧ（１/８） 

イベント・モニターツアー等の今年度の取り組み結果を踏まえて、今後の継続につ

いて関係者で話し合いを行なった。地域資源の更なる活用、大学連携の活用を進め

ていくことで、継続していくことを確認した。 

 出席者：富田林市まちづくり政策部 北野部長、富田林市産業環境部 植村部長、 

     目利き：吉兼氏、母倉氏 

     ＪＴＢ西日本大阪中央支店 柱本 

 

③事業継続についての意見交換（２/４） 

 寺内町と周辺地域の地域資源とする観光の取組みについて、目利きを交えて意見交

換を行った。 
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 出席者：富田林市まちづくり政策部 北野部長、富田林市産業環境部 植村部長、 

     目利き：吉兼氏、母倉氏 

     ＪＴＢ西日本大阪中央支店 柱本 

 

【モニターツアーの取り組み】  

①プログラム開発・茶事ツアー打合せ（８/８） 

 茶事と寺内町の茶室めぐりを行うツアーについて打合せを行なった。 

 出席者：峯風庵 森氏、寺内町クラシコ 桑平氏、インプリージョン重村氏 

 

②プログラム開発・モニターツアー（茶事）打合せ（９/１０） 

 モニターツアーとして実施する茶事ツアーについて、打合せを実施した。 

 出席者：峯風庵 森氏、桑平氏、インプリージョン 重村氏、JTB 西日本 石村 秋山 

 

③モニターツアー企画について（９/２０） 

「楽食楽まちじないまち」のメインプログラムとして取り組むモニターツアーにつ

いて、プログラム案に沿って現地を訪ね目利きからアドバイスを得た。 

  出席者：ＪＴＢ西日本大阪中央支店 柱本 

  目利き：吉兼氏、母倉氏 

 

④モニターツアーの募集(１０/２～） 

「秋の散策 じないまち巡りとスイーツカフェ」 

・11/16（土） 17（日） 23（土） 24（日）・各コース募集人員 10 名 

・【大阪阿部野橋発コース】大阪阿部野橋集合⇒富田林駅⇒寺内町めぐり（地元

ガイド案内）⇒スイーツカフェ 

・【現地集合コース】富田林駅⇒寺内町めぐり（地元ガイド案内）⇒スイーツカ

フェ 

 

「じないまちに利休を訪ねる一日」 

・11/8（金） 9（土）・各出発日募集人員 8 名 

・【はじめの席：大阪阿部野橋発コース】大阪阿部野橋集合⇒富田林駅⇒ 

茶事体験⇒茶室めぐり 

・【はじめの席：現地集合コース】富田林駅⇒茶事体験⇒茶室めぐり 

・【あとの席：大阪阿部野橋発コース】大阪阿部野橋集合⇒富田林駅⇒ 

茶室めぐり⇒茶事体験 

・【あとの席：現地集合コース】富田林駅⇒茶室めぐり⇒茶事体験 

 

⑤モニターツアーに向けての最終打合せ（１１/６） 

 モニターツアー「利休を訪ねる一日」に向けて、関係者で最終調整を行った。 

 最終の集客状況、当日の段取りなどについて確認した。 
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 出席者：峯風庵 森氏、寺内町クラシコ桑平氏 

JTB 大阪中央支店 矢野・柱本・秋山 

目利き：吉兼氏 母倉氏 

 

⑥モニターツアー「利休を訪ねる一日」：1日目（１１/８） 

 「じないまちに利休を訪ねる一日」 

 実施日：11 月 8 日（金） 

 募集人数：前半後半各 8名 参加人数：前半 8名 後半 7名 

  アンケート回収枚数 １５枚 

 

 ガイド：富田林市文化財課 森口氏、寺内町クラシコ 桑平氏 

 茶事指導：峯風庵 森氏 

 同行：JTB 大阪中央支店 秋山 

 

⑦モニターツアー「利休を訪ねる一日」：２日目（１１/９） 

 「じないまちに利休を訪ねる一日」 

 実施日：11 月 9 日（土） 

 募集人数：前半後半各 8名 参加人数：前半６名 後半７名 

 アンケート回収枚数 １３枚 

 

 ガイド：富田林市文化財課 森口氏、寺内町クラシコ 桑平氏 

 茶事指導：峯風庵 森氏 

 同行：JTB 大阪中央支店 柱本 

 

⑧モニターツアーに向けての最終打合せ（１１/１４） 

モニターツアー「秋の散策 じないまち巡りとスイーツカフェ」に向けて、関係者

で最終調整を行った。最終の集客状況、当日の段取りなどについて確認した。 

出席者：インプリージョン重村氏、JTB 大阪中央支店 柱本・秋山 

 

⑨モニターツアー「秋の散策 じないまち巡りとスイーツカフェ」1日目（１１/１６） 

 実施日：11 月 16 日（土） 

 募集人数：20 名 参加人数：８名 

  アンケート回収枚数 8 枚 

 ガイド：富田林じないまちボランティアガイド 

 同行：近畿運輸局 小島氏 岡本氏 

    目利き 母倉氏 JTB 大阪中央支店 稲垣 

 

⑩モニターツアー「秋の散策 じないまち巡りとスイーツカフェ」２日目（１１/１７） 

 実施日：11 月 17 日（日） 
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 募集人数：20 名 参加人数：９名 

  アンケート回収枚数 9 枚 

 ガイド：富田林じないまちボランティアガイド 

 同行：目利き 母倉氏 JTB 大阪中央支店 柱本 

 

⑪モニターツアー「じないまちに利休を訪ねる一日」（１１/１７） 

 実施日：11 月 17 日（日） 

 参加人数：2名 

 アンケート回収枚数 2 枚 

 ガイド：富田林じないまちボランティアガイド 

 同行：ＪＴＢ大阪中央支店 柱本 

 

⑫モニターツアー「秋の散策 じないまち巡りとスイーツカフェ」３日目 

 実施日：11 月 23 日（土） 

 募集人数：20 名 参加人数：14 名(うち子供 6名） 

  アンケート回収枚数 8 枚 

 ガイド：富田林じないまちボランティアガイド 

 同行：JTB 大阪中央支店 前田 

 

⑬モニターツアー「秋の散策 じないまち巡りとスイーツカフェ」４日目 

 実施日：11 月 24 日（日） 

 募集人数：20 名 参加人数：10 名 

  アンケート回収枚数 10 枚 

 ガイド：富田林じないまちボランティアガイド 

 同行：目利き 母倉氏 JTB 大阪中央支店 柱本 

 

 

【イベント・モニターツアーの広報】  

①鉄道駅・車内広報に関する打合せ（７/１６） 

イベント（モニターツアー）を広報するための、鉄道駅・車内広報について、金額

及び内容を確認するため、近鉄の広報を担当するアド近鉄を打合せを行なった。駅

ばりポスター、車内吊りに加えて、近鉄阿倍野駅改札を出た場所のデジタルサイネ

ージを広報の検討に加えることとなった。 

出席者：アド近鉄 仲西氏・廣瀬氏・高田氏、協議会事務局  

 

②広報ツール（チラシ・ポスター）デザイナー打合せ（８/２７） 

イベント（楽食楽まちじないまち）告知のためのチラシやパンフレット、ポスター

及びホームページの作成について、デザイナーと打合せを行なった。 

出席者：ソールドアウト 久米氏、インプリージョン重村氏  
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ＪＴＢ西日本大阪中央支店 秋山 

 

③広報ツール（チラシ・ポスター）デザイナー打合せ（９/１３） 

 プログラムへの集客を促す広報ツール制作について最終的な詰めを行った。 

 出席者：桑平氏、ソールドアウト久米氏、インプリージョン重村氏 

JTB 西日本 秋山  目利き：母倉氏   

    

④楽食楽まちじないまちパンフレット現地撮影（９/１９） 

「楽食楽まちじないまち」のパンフレット作成に向けた、現地撮影を行った。寺内

町の町並み・古民家ショップ等を舞台に、風景や店内写真及び母娘モデルが楽しむ

イメージ写真を撮影した。 

 撮影場所：寺内町、旧田中家住宅，陶工房飛鳥、BUPLE、中林寝装店 

 撮影：ソールドアウト久米氏、西峪氏、（モデル 2名） 

 同行：インプリージョン重村氏、ＪＴＢ西日本大阪中央支店 柱本 

 

⑤モニターツアー、イベント広報物内容の確認（９/２４） 

モニターツアーのチラシ、及びイベント「楽食楽まち」のポスター、パンフレット、

チラシの原稿について、関係者でチェックを行い、デザイン会社へ指示した。 

 出席者：ソールドアウト久米氏、ＪＴＢ西日本大阪中央支店 柱本・秋山 

 目利き：母倉氏 

 

⑥モニターツアー広報物（チラシ）最終確認(９/２７） 

 モニターツアーのチラシを入稿するにあたり、最終チェックを行った。 

 出席者：ソールドアウト久米氏、ＪＴＢ西日本大阪中央支店 柱本・秋山 

  

⑦イベント「楽食楽まちじないまち」広報物最終確認(１０/２） 

 イベント「楽食楽まちじないまち」広報物（ポスター・チラシ・パンフレット）を

入稿するにあたり、最終チェックを行った。 

 出席者：ソールドアウト久米氏、ＪＴＢ西日本大阪中央支店 柱本・秋山 

 

【レシピコンテストの取り組み】   

①レシピコンペ実施概要作成に向けた打合せ（６/１１） 

レシピコンペ実施に向けて、料理研究家うのまきこ氏と打合せを行い、応募作品の

審査方法について検討を行った。 

出席者：うのまきこ氏、協議会事務局 

 

②レシピコンテスト打合せ（８/５） 

 レシピコンテストの内容について、関係者で最終確認を行った。食材のなすは、「富

田林産大阪なす」とすると時期が限られるので、「なす」とする。 



77 
 

 出席者：富田林市まちづくり政策部北野部長、産業環境部植村部長、農業振興課杉

分課長、ＪＡ大阪南 南氏 辻野氏インプリ―ジョン重村氏、ＪＴＢ柱本   

目利き 母倉氏 吉兼氏 

 

③ナスのレシピコンテスト・募集活動（９/５） 

 ナスのレシピコンテストの募集に当たり、チラシ・ポスターを持参し畿央大学を訪

問した。 

 相手先：畿央大学 水野氏 

 訪問者：うのまきこ氏、インプリージョン重村氏 

 

④ナスのレシピコンテスト・募集活動（９/６） 

 ナスのレシピコンテストの募集に当たり、チラシ・ポスターを持参し JA 大阪南を訪

問した。 

 相手先：JA 大阪南 白谷氏 

 訪問者：うのまきこ氏、インプリージョン重村氏 

 

⑤ナスレシピコンテスト一次審査に関する打合せ（１０/３） 

 ナスレシピコンテストの応募が整ったため、一次審査（書類審査）に関する、進め

方及び審査項目等について、料理研究家うの氏を交えて、打合せを行なった。審査

員に応募用紙を送付し、各自書類審査を行ってもらい、10 月中旬に事務局及びうの

氏で結果をまとめて、一次審査通過者を決定することとなった。 

 出席者：うの氏、ＪＴＢ西日本大阪中央支店 柱本・秋山 

 

⑥ナスレシピコンテスト書類審査会議（１０/１８） 

 ナスレシピコンテストの採点結果を整理し、意見交換を行い、最終的な一次審査通

過者を決定した。一次審査通過者には事務局より連絡する。また、最終審査会場と

なる公民館の下見を行い、当日の流れを確認した。 

 出席者：うの氏、富田林市北野部長・植村部長 

ＪＴＢ西日本大阪中央支店 矢野・柱本・秋山 

 

⑦レシピコンテストに向けての最終打合せ（１１/２１） 

 23 日に迫ったレシピコンテストに向けて、関係者で最終調整を行った。 

 当日の準備物、段取り、最終審査の方法などについて確認した。 

 出席者：富田林市北野氏・植村氏、料理研究家うの氏、インプリージョン重村氏 

     JTB 大阪中央支店 矢野・柱本・秋山 

        目利き：吉兼氏 母倉氏 

 

⑧レシピコンテストの開催（１１/２３） 
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 「ナスを使ったハレのおもてなし大皿レシピコンテスト」の最終審査会を開催した。

最終審査に残った 5名が調理を行い、審査員による審査を行った。最優秀賞には、

「ナスのミルフィーユ」が決定した。他にも、和洋・デザートなど様々な種類の作

品が発表され、それぞれ優秀賞、審査員特別賞が決定した。 

 最終審査参加者（一般）：中屋氏、金岡氏、長田氏、諏訪氏、菊池氏 

 審査員：うの氏、富田林市植村氏、根っ子の会高橋氏、桑平氏、吉兼氏（目利き） 

 出席者：富田林市北野氏・金岡氏、富田林土木 森口氏・木村氏、観光協会馬場氏、

佐藤氏、インプリージョン重村氏、JTB 大阪中央支店 柱本，目利き：母

倉氏 

 

⑨レシピコンテストの報告（１２/１６） 

 １１月２３日に実施した、「ナスでつくるハレのおもてなし大皿料理コンテスト」

の実施概要、結果について、ホームページにて報告を行った。また、入選作品の５

作品について、レシピも掲載した。 

   

【情報発信の取り組み】 

①女性誌編集者との打合せ（６/１２） 

寺内町及び周辺地区の魅力を３０代後半の女性層に伝える目的で京阪神エルマガジ

ン社発行の 『Richer リシェ』（関西に暮らす主婦向け生活情報誌）の編集者と打

合せを行った。 

出席者：京阪神エルマガジン社広告部 大西課長、協議会事務局 

 

 ②地域ＰＲのためのコンテンツ作成に関する打合せ（７/５） 

寺内町の地域をＰＲのためのコンテンツとして作成するパンフレットについて、打

合せを行なった。作成に当たっては、地域の団体であるじないまち文化トラスト等

の協力により行なう。内容としては、観光客に向けた地域の飲食店やカフェ・雑貨

店といった店舗紹介とマップが一緒になったものとする。詳細の内容、形状・部数

等は今後検討を進めていくこととする。 

  出席者：寺内町クラシコ桑平氏（じないまち文化トラスト）、協議会事務局 

      目利き 母倉氏 

 

③フリーペーパー広告掲載打合せ（８/２８） 

イベント（楽食楽まちじないまち）告知のための、フリーペーパー（シティリビン

グ）への記事掲載について、シティリビングの広告担当である産經アドスと打合せ

を行なった。 

 出席者：産經アドス 首藤氏、インプリージョン重村氏  

ＪＴＢ西日本大阪中央支店 秋山 

 

④ＨＰトップページデザイン打合せ（８/３０） 
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 ９月２日からのナスのレシピコンテスト公募開始に合わせて、ＨＰのトップページ

デザインについて最終的な打ち合わせを行った。 

 出席者：ソールドアウト 久米氏、インプリージョン重村氏  

ＪＴＢ西日本大阪中央支店 秋山 

       

⑤女性誌による地域ＰＲ・現地取材（９/３） 

 地域ＰＲとして行う「リシェ」への掲載について、取材を実施した。 

 取材場所：旧田中家住宅，陶工房飛鳥 など 

      ※他掲載場所については後日取材を編集部で進めていただく。 

 取材：エルマガジン社浅野氏、天見氏（ライター）、カメラマン 

 同行：インプリージョン重村氏 

 

⑥「楽食楽まちじないまち」告知横断幕設置（１０/３１） 

 「楽食楽まちじないまち」の開催を告知する横断幕（１８００×６００）を近鉄南

大阪線富田林駅改札前の駅前広場防護柵に設置し、電車利用の来街者を迎え入れる

準備を整えた。 

 出席者：ソールドアウト久米氏、藤森氏、インプリージョン重村氏 

     ＪＴＢ西日本大阪中央支店 秋山  

 

【観光庁と連携した取り組み】        

①近畿の魅力ある観光地 PR 展 in 大阪駅（１/２２） 

近畿の魅力ある観光地 PR 展 in 大阪駅へ、地域として参加した。 

ブースにて物販及びパンフレット配布等の地域情報の発信、ＰＲステージにて本年

度の取り組み紹介と地域のＰＲを行なった。ご当地ゆるキャラの『とっぴー』も登

場し、多数の来訪者に富田林をＰＲする機会となった。 

パンフレット類配布部数：約 600 部 

出席者：富田林市まちづくり政策部 北野部長、富田林市産業環境部 植村部長他２

名、富田林市観光協会岩城氏、インプリージョン重村氏 

    目利き：母倉氏 

    ＪＴＢ西日本 石村、柱本、秋山 

 

②タビカレ学園祭（１/３１、２/１、２/２） 

東京ビックサイトで開催されたタビカレ学生祭へ参加した。ブースにてパンフレッ

ト配布等により地域魅力を発信した。また、ステージにおいて最終プレゼンを行っ

た。 

出席者：富田林市まちづくり政策部 北野部長、富田林市産業環境部 植村部長、他

２名、インプリージョン重村氏 

    目利き：母倉氏 

    ＪＴＢ西日本 石村、柱本、前田 
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【人材育成の取り組み】   

①人材育成研修についての打合せ（１２/１０） 

人材育成研修として、次の２つの講座を富田林市公民館と協議会で協力して実施す

ることとした。 

○ガイド研修として「おもてなし講座」を実施 

内容：富田林寺内町について、富田林を訪れる方々への「おもてなし」として、

その歴史などを伝えていくための学習（講座） 

日程：2月 8日（土） 

○観光マネジメント講座として「観光まちづくり講座」を実施 

内容：地域における観光まちづくりの進め方について実践的な「考え方」と「使

い方」を体系的に学ぶ。 

日程：2月 22 日（土）3月 1日（土）※計 2回 

出席者：富田林市北野部長・中辻課長、富田林市中央公民館吉冨氏、 

    インプリージョン重村氏、JTB 大阪中央支店柱本・秋山 

 

②ガイド研修（地域おもてなし講座）の開催（２/８） 

「農と食と観光まちづくり推進協議会」と富田林市立公民館が連携して、講座を実

施した。大阪府で唯一、重要伝統的建造物群保存地区に指定されている富田林寺内

町について、富田林を訪れる方々への「おもてなし」として、その歴史や意義をよ

り良く伝えるための講座として実施。 

・「富田林寺内町の歴史文化・まちの遷り変わり」 

  講師：森口 博正(市文化財課） 

・「寺内町周辺の日本家屋について( フィールドワーク)」 

  講師：山形 政昭(大阪芸術大学教授） 

受講者：２８名 

出席者：富田林市まちづくり政策部 北野部長、富田林市文化財課 中辻課長 

    富田林市文化財課（公民館） 吉冨氏 他 2名、インプリージョン重村氏 

    ＪＴＢ西日本 柱本 

  

③第 1回・観光マネジメント講座の開催（２/２２） 

富田林の地域創造・まちづくりに向けて、地域における観光まちづくりの進め方に

ついて実践的な「考え方」と「使い方」を学ぶ講座を実施。第 1回は、観光まちづ

くりの総論についてと、観光イベントのあり方についての講義であった。まちづく

りに興味のある住民や、市職員などが参加した。 

 １）観光まちづくりの総論 

   講師：吉兼 秀夫 氏（阪南大学国際観光学部教授） 

 ２）観光イベントのあり方について 

   講師／桑田 政美 氏（京都嵯峨芸術大学教授） 
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 参加者：１７名 

 出席者（関係者）：富田林市中央公民館吉冨氏 他 2名、インプリージョン重村氏 

          ＪＴＢ西日本大阪中央支店柱本 

 

④第 2回・観光マネジメント講座の開催（３/１） 

富田林の地域創造・まちづくりに向けて、地域における観光まちづくりの進め方に

ついて実践的な「考え方」と「使い方」を学ぶ講座を実施。第 2回は、コンテンツ

ーリズムと観光マーケティングに関する話題であった。 

 １）コンテンツツーリズム 映画、アニメの舞台で観光客と創る地域づくり 

   講師／岡本 健 氏（奈良県立大学専任講師） 

 ２）観光マーケティング・ホスピタリティについて 

   講師／国枝よしみ 氏（大阪成蹊短期大学） 

 参加者：１７名 

 出席者（関係者）：富田林市中央公民館吉冨氏 他 2名、インプリージョン重村氏 

          目利き：吉兼氏 

ＪＴＢ西日本大阪中央支店柱本 

 

【その他】 

富田林市と阪南大学との連携協力に関する基本協定締結式（１０/２８） 

 寺内町と周辺農家を「食」をキーワードにしてつなぎ、交流人口の拡大による地域

活性化について、次年度以降の継続に結びつけていく上で、大学の力を活用してい

く必要から、富田林市と阪南大学との連携協力協定が実現した。今年度の連携協力

の取り組みは、現在進めている「楽食楽まちじないまち」の推進となる。 

 出席者：富田林市多田市長、北野部長、植村部長、阪南大学辰巳学長、松村学部長、 

     JTB 西日本大阪中央支店 柱本 

     目利き：吉兼氏、母倉氏
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２．新聞、テレビ、雑誌等のメディア紹介 

 

 

媒体名 掲載日 掲載面 備考 

遊都新聞（Web ニュー

ス）  

2013 年 10 月 3 日 

 

大阪ニュース  

トラベルニュース

（Web ニュース）  

2013 年 10 月 7 日 地域情報  

朝日新聞  2013 年 11 月 9 日 地域（大阪）朝刊 ３３面大阪市内版 

読売新聞  2013 年 11 月 9 日 地域（大阪）朝刊 ２２面地域版 

日本食糧新聞 2013 年 11 月 29 日 関西・四国・中国 １１面 

 

遊都新聞（Ｗｅｂニュース） 2013 年 10 月 3 日 
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トラベルニュース（Ｗｅｂニュース） 2013 年 10 月 7 日 

 

 

 

朝日新聞 掲載日（2013 年 11 月 9 日） 
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読売新聞 掲載日（2013 年 11 月 9 日） 

 
 

日本食糧新聞 掲載日（2013 年 11 月 29 日） 
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３．効果指標の設定とその効果 

 

 

≪指標の選定≫ 

寺内町において、時系列及び定量的にデータを得られるものとして、「じないまち交

流館の入館者数」、「楽食楽まちじないまちプログラム数」「楽食楽まちじないまち 参

加者数」を指標とする。 

じないまち交流館は富田林寺内町のビジターセンター的役割施設であり、楽食楽まち

じないまちは、本事業「官民協働した魅力ある観光地の再建・強化事業」の取り組みの

中核事業である。 

 

≪効果≫ 

○じないまち交流館１１月入館者数 

平成２３年１１月２３１７人だったものが、平成２４年には２２．８％アップの２８４

５人、平成２５年には３２．１％アップの３７５８であり、増加している。 

 

○楽食楽まちじないまち 

平成２４年は２０のプログラム数であったが、平成２５年は２８のプログラム数に増加

している。参加者数も３２９人から５２８人（６０．５％アップ）と大幅に増加してい

る。 

 

設定指標 理由 
平成 23 年 

11 月 

平成 24 年 

11 月 

平成 25 年 

11 月 

じないまち交流館 

１１月入館者数 

富田林寺内町のビジタ

ーセンター的役割施設 
２，３１７人 

２，８４５人 

（２２．８％） 

３，７５８人 

（３２．１％） 

「楽食楽まちじな

いまち」プログラム

数 

官民協働した魅力ある

観光地の再建・強化事

業の取組の中核事業 

０ ２０ 
２８ 

（４０．０％） 

 

「楽食楽まちじな

いまち」参加者数 

 

官民協働した魅力ある

観光地の再建・強化事

業の取組の中核事業 

 

 

 

０ 

 

 

３２９人 

 

 

５２８人 

（６０．５％） 

「楽食楽まちじな

いまち」ホームペ

ージ閲覧数 

 

官民協働した魅力ある

観光地の再建・強化事

業の取組の中核事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

５０００件 

（今年度開設） 

※（   ）：前年からの伸び率 
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※「官民協働した魅力ある観光地の再建・強化事業」では、平成２５年１１月の土曜

日、日曜日、祝日を中心に、寺内町の古民家を活用した３０店舗において、体験プ

ログラムを企画し、このプログラムとまち歩くツアーを組み合わせたイベント「楽

食楽まちじないまち」に取組んだ。 
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第５章 目利きの派遣 

１．目利きの決定 

地域の観光振興においての主役は、そこに住まう、生業をする地元の人々である。 

その大原則は、地域主体での展開であるが、これに外部者のキーマンが重要な役割を果

たすこととなる。地元のキーマンの再発見、育成と同じぐらい重要であり、外部キーマ

ンを認識し、ネットワークを構築していく必要がある。 

 すでに寺内町のまちづくりで活躍中の方々とともに、新たな人材（目利き）をつない

でいくことによって、富田林寺内町の観光集客交流推進の機運が醸成されるとともに、

実行部隊としての活躍も期待できる。 

 

本事業においては地域の希望する、観光振興に関する実績がある阪南大学の吉兼秀夫

教授と大阪府立大学観光産業戦略研究所の母倉修客員研究員を外部者キーマンとなる目

利きとして決定した。 

 

 

 

 

目利き：阪南大学 吉兼秀夫教授 

主な経歴 

○近畿運輸局観光アドバイザリー会議 座長（平成１８年〜） 

○大阪府松原市総合計画審議委員長（平成２２年） 

○大府新しい公共支援事業モデル事業（本事業の推進協議会会長）（平成 23 年〜24 年）

○日本観光研究学会関西支部長（平成２４年〜） 

目利き：大阪府立大学観光産業戦略研究所 母倉修 客員研究員 

主な経歴 

○大阪府大阪市 OSAKA 旅めがね事業、総括プロデュース（平成２１年～） 

○大阪府富田林市新しい公共支援モデル事業 プロジェクトリーダー（平成 23 年〜24 年） 

○大阪府大阪市新今宮地区観光まちづくり推進協議会 事務局長（平成２４年～） 

地域 

観光客 

住民 
経験の蓄積 

（人と人の繋がり） 
 

目利き 
（外部からの知見やノウ
ハウ、スキルの注入） 

移住者 
外からの新鮮な風 
(活気・専門的知識) 

満足の蓄積 

地域資源の磨き 

売れる商品の造
成 

市場 

来訪 

刺激の伝搬 刺激の伝搬 

訴求 

口コミによる地域魅

+ 
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２．目利きの派遣 

 

【目利き：吉兼秀夫】 

観光振興に関する実績のある、阪南大学教授の吉兼秀夫氏を目利きとして決定した。 

会議やワークショップにおいて、観光資源の磨き上げと商品化の取り組みへの指導・

助言をいただくとともに、学生活用に関して協力いただいた。 

 

 ○会議・打合せ 

 第１回協議会総会：ツアープログラム造成についてのアドバイス（６/６） 

 第２回企画ワークショップ：ツアープログラム造成についてのアドバイス（７/

２２） 

 プログラム開発打合せ：ツアープログラム造成についてのアドバイス（８/５） 

 第４回企画ワークショップ：ツアープログラム造成についてのアドバイス（９/

６） 

 「楽食楽まちじないまち」の実施に向けた意見交換：ツアープログラム造成・

人材活用についてのアドバイス（９/１７） 

 モニターツアー企画会議：ツアープログラム造成・人材活用についてのアドバ

イス（９/２０） 

 モニターツアー、イベント広報物内容の確認：広報展開に関するターゲティン

グ・効率性のアドバイス（９/２４） 

 「楽食楽まちじないまち」の運営打合せ：モニターツアー及びイベント取り組

みへの学生活用に関する提案・アドバイス（９/２５） 

 第２回協議会総会：モニターツアー及びイベント取り組みへの学生活用に関す

る提案・アドバイス(１０/１０） 

 モニターツアーに向けての最終打合せ：ツアープログラム運営・人材活用につ

いてのアドバイス（１１/６） 

 第 3回協議会の開催：モニターツアー及びイベント結果を踏まえた今後の展開

についてアドバイス（１/８） 

 事業継続についての意見交換：既存イベントとの連携、確実な商品化に向けて、

周辺地域や宿泊施設との連携についてアドバイス（２/４） 

 

○レシピコンテスト 

 なすレシピコンテスト最終打合せ：コンテストを活用した地域活性化の展開に

ついてアドバイス（１１/２１） 

 なすレシピコンテスト最終審査：最終審査の審査委員として参加。コンテスト

結果の活用方についてアドバイス（寺内町での飲食店での提供やお土産品とし

ての展開可能性）（１１/２３） 
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○その他 

 富田林市と阪南大学との連携協力に関する基本協定締結式：官学連携を活用し

た地域活性化の展開に関するアドバイス（１０/２８） 

 第 2回・観光マネジメント講座の開催：寺内町における観光マネジメントの実

践に向けてのアドバイス（３/１） 

 

 

【目利き：母倉修】 

地域振興・観光振興に関する実績のある、大阪府立大学観光産業戦略研究所客員研究

員の母倉修氏を着地型旅行造成の経験を活かし、目利きとして決定した。 

会議やワークショップにおいて、観光資源の磨き上げと商品化の取り組みへの指導・

助言をいただくとともに、地域のネットワーク形成について協力いただいた。 

 

○会議・打合せ 

 第１回協議会総会の開催：ツアープログラム造成・レシピコンテストについて

のアドバイス（６/６） 

 第１回企画ワークショップ：地域関係者の調整・ツアープログラム造成につい

てのアドバイス（６/２１） 

 地域ＰＲのためのコンテンツ作成に関する打合せ：地域魅力発信の方策につい

てのアドバイス（７/５） 

 鉄道駅・車内広報に関する打合せ：広報展開に関するターゲティング・効率性

のアドバイス（７/１６） 

 第２回企画ワークショップ：ツアープログラム造成についてのアドバイス（７/

２２） 

 プログラム開発打合せ：ツアープログラム造成についてのアドバイス（８/５） 

 第３回企画ワークショップ：ツアープログラム造成についてのアドバイス（８/

２２）  

 富田林じないまちミーティング：モニターツアー造成の際、暮らしに根差した

文化体験や住民とのコミュケーションを通した視点を取り入れる事の重要性に

ついてのアドバイス（８/２４） 

 第４回企画ワークショップ：ツアープログラム造成についてのアドバイス（９/

６） 

 プログラム開発・飲食店ＭＴＧ：ツアープログラム造成に向けた関係者調整・

内容のアドバイス（９/１０） 

 広報ツール（チラシ・ポスター）デザイナー打合せ：広報展開に関するターゲ

ティング・効率性のアドバイス（９/１３） 

 「楽食楽まちじないまち」の実施に向けた意見交換：ツアープログラム造成に

ついてのアドバイス（９/１７） 
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 モニターツアー企画打合せ：ツアープログラム造成についてのアドバイス（９/

２０） 

 モニターツアー、イベント広報物内容の確認：広報展開に関するターゲティン

グ・効率性のアドバイス（９/２４） 

 第２回協議会総会：広報展開に関するターゲティング・戦略のアドバイス(１０

/１０） 

 イベント「楽食楽まちじないまち」運営に向けた最終調整：ツアープログラム

運営についてのアドバイス（１０/３１） 

 モニターツアーに向けての最終打合せ：ツアープログラム運営についてのアド

バイス（１１/６） 

 事業継続についての意見交換：寺内町と周辺地域の地域資源とする観光の取組

みについてアドバイス（２/４） 

 第 3回協議会の開催：モニターツアー及びイベント結果を踏まえた今後の展開

についてアドバイス（１/８） 

 

○モニターツアー 

 モニターツアー：ツアープログラム運営についてのアドバイス（１１/１６） 

 モニターツアー：ツアープログラム運営についてのアドバイス（１１/１７） 

 モニターツアー：ツアープログラム運営と今後の展開についてのアドバイス（１

１/２４） 

 

○なすレシピコンテスト 

 なすレシピコンテスト最終打合せ：コンテスト結果の活用についてアドバイス

（１１/２１） 

 なすレシピコンテスト最終審査：コンテスト結果の活用についてアドバイス（１

１/２３） 

 

○観光庁と連携した地域ＰＲ 

 近畿の魅力ある観光地 PR 展 in 大阪駅：地域の取り組みや地域情報を発信への

協力、および来場者の声をふまえて今後の展開についてのアドバイス（１/２２） 

 タビカレ学園祭：地域の取り組みや地域情報を発信への協力、および来場者の

声をふまえて今後の展開についてのアドバイス（２/１、２/２） 

 

○その他 

 富田林市と阪南大学との連携協力に関する基本協定締結式：大学との連携協定

を機会とした学生活用についてアドバイス（１０/２８） 

 


